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近年，⽣体システムの⾼度な機能を活かした新たなバイオミメテ
ィック⼈⼯システムの構築が注⽬されている。本研究では，低環境
負荷・低コストの新奇ICTデバイスの創出およびコミュニケーション
パラダイムの創成を⽬指し，⾼度好塩菌の細胞膜から抽出して得ら
れる光受容膜タンパク質バクテリオロドプシンを⽤いたバイオミメ
ティック光センシングデバイスの開発を進めている。これまでこの
材料を⽤いたデバイス作製には，ディップコート法等，膜作製後に
加⼯を要するプロセスが⽤いられてきた。しかし，より⾼度なデバ
イスの作製には⾼効率かつ⾃在なパターニングが可能な技術が求められている。そこで本講演で
は，デバイス作製にマテリアルプリンタを⽤いてパターニングを試みたので報告する。

バクテリオロドプシン（bR）は既報の培養，精製⽅法にて作製し
たものを⽤いた1。インクジェットパターニングにはFujifilmDimatix製
DMP-2831マテリアルプリンタ（図１）を⽤い，⼤気中で⾏った。溶
液濃度による吐出の違いを検討するため，数種類の溶液をカートリ
ッジに充填し，適宜交換して塗布した。デバイス作製はITO基板上
に塗布を⾏った。

このようにして得られた印刷基板と無加⼯の対極⽤ITO基板の間
にスペーサーを挟み，間に緩衝剤を添加した塩化カリウム溶液を加
えることで光検出デバイスを構築した。このデバイスでは光照射に
よってbRに含まれるレチナールの異性化に始まる光化学反応サイク
ルによってプロトンポンプが起こり，微分応答電流が流れる。そこ
でこのデバイスに波⻑ 568 nmのレーザー光を照射し，⽣じた電流
を測定したところ，これまでに報告したディップコート法で作製し
たデバイス2と同様の電流応答が⾒られた（図３）。このことか
ら，インクジェット塗布によってbRが劣化することなく膜作製が可
能であることがわかった。

これらのインクジェット法によるパターニングとデバイス作製の
詳細，並びに特性について議論する予定である。
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図２：インクジェット法によるバクテリオ
ロドプシンの印刷例（紙基板）

 
図３: インクジェット法で作製したバクテリ

オロドプシン光デバイスの特性（⾚線
は⼊射光のパルスを⽰す）

 
図１：マテリアルプリンタ
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